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⾃⼰紹介

LinkedIn

名前︓⻲⽥ 俊樹 (かめだ としき)

役職︓シニア 事業開発マネージャー
ヘルスケア・ライフサイエンス担当

経歴︓外資・内資系製薬会社 >20 year
⁻ Sales, Marketing
⁻ Medical Affairs, Clinical Development

⁻ Digital innovation 

→アマゾンウェブサービスジャパン
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ヘルスケアソリューションがカバーする領域

臨床システム 分析と
AI/機械学習

患者と臨床医
の体験

医学研究 財務と業務
Core 

Health IT



© 2022, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

ヘルスケアソリューションがカバーする領域

臨床システム 分析と
AI/機械学習

患者と臨床医
の体験

医学研究 財務と業務
Core 

Health IT



Tufts Medicine: 電⼦カルテにおけるクラウドの価値の最⼤化

https://youtu.be/7GhWW3JD5Sg

⁻ 2300名の医師、13,000名のスタッフ
が利⽤

⁻ 400万⼈の患者データを移⾏

課題
1. コスト削減
2.拡張性と可⽤性の確保
3. サイバーセキュリティ

臨床システム

医療システムやに存在する様々なデータやアプリケーション
（電⼦カルテ， コールセンター、ERシステム）を遅延や障
害なく統合し、標準化し、モダナイゼーションする。

14ヶ⽉で、6つの電⼦カルテと42のアプリケーションを、新
たな電⼦カルテ (Epic) に移⾏



EMRから⾃動的に患者診療レポートを作成

AI/MLの活⽤による⾼度な解析

得られた成果
• 診療システム全体のコスト低減
• オートスケーリングによる可⽤性、レジリエンスの改善
• 適切な暗号化によるセキュリティ確保

臨床システム

Tufts Medicine: AWS上でデジタルヘルスエコシステムを構築

https://youtu.be/7GhWW3JD5Sg



AWSが提供するサービス、成功事例に基づくガイド
臨床システム

https://youtu.be/7GhWW3JD5Sg
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MD Anderson: Philipsのゲノミクス基盤を活⽤した精密医療
分析とAI/機械学習

• Compute and Storage
⁻ 膨⼤な保管ファイル、ゲノム解析に対してスケーラビ

リティ、可⽤性が必要

• Multi-Tenant use case
⁻ 施設、部⾨をこえたアクセスの確保
⁻ リアルタイムな情報アップデート
⁻ 相互運⽤性の確保

• Analytics and data share
⁻ 匿名化加⼯された患者コホートデータとの⽐較分

析
⁻ ⼩さい患者⺟集団

課題︓
情報量が膨⼤で、データソースが多岐で複雑

https://youtu.be/rK2yymPsvxk



l データセキュリティ

l 相互運⽤性

l ⾼度な分析

HealthSuite Platform>

Application >

AWS for Heath>

分析とAI/機械学習

MD Anderson: AWS上でHealthSuite Platformの構築

https://youtu.be/rK2yymPsvxk



多様な診療システム
l 診療予約
l ⼊退院・紹介管理
l 電⼦カルテ
l オーダリング
l ⽣化学検査結果、
予約管理

l ゲノム解析
l 放射線検査予約管理
l 医⽤画像
l RWD、臨床試験

匿名加⼯化

分析環境
へ反映

分析とAI/機械学習

MD Anderson: ソリューションアーキテクチャー

https://youtu.be/rK2yymPsvxk



⽣体検査、放射線画
像、画像診断のデータ
に基づくから診断予測

各施設、部⾨で⾏わ
れる検査結果、進捗
の管理

https://youtu.be/rK2yymPsvxk

分析とAI/機械学習

MD Anderson: PODS (Precision Oncology Decision Support) の構築

今後、Amazon Omics
を利⽤し、スケールした環
境でダイレクトにデータイン
プットを予定

肺機能検査 胸部CT ⽣化学検査実施 検査結果予定⽇

病理所⾒
肺機能検査結果

放射線治療内容リスクファクター
治療歴

遺伝⼦パネル検査



Neosperience: AWSリソースを活⽤したデバイスデータのデータ処理、
予測モデルの構築

持続⾎糖測定器（CGM）

⾏動下⾎圧測定（ABPM）

Apple Watch ヘルス（⼼電図ほか）
XMLデータ

https://youtu.be/UDFl_bBGDzQ

分析とAI/機械学習



デバイスモニタリングでよくある問題

血圧: 外れ値

血糖: 欠損データ

分析とAI/機械学習

https://youtu.be/UDFl_bBGDzQ



AWSリソースを活⽤したデバイスデータのデータ処理、予測モデル構築

• Amazon Lookout for Equipment︓

産業⽤機器のIoTセンサーから機械の異常動作を検出す
るアプリケーションをヘルスケアデバイスに応⽤。
推論モデルを構築し、チューニングすることで異常値の検出
を可能にした。

分析とAI/機械学習

ハンズオン形式での解説︓
• デバイスデータ（CGM, Apple Health）の⽋損処理、学
習、調整モデルのサンプルコード（Panda⽤）を公開中

https://youtu.be/UDFl_bBGDzQ
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Rush⼤学: Amazon HealthLakeを活⽤した⼤規模ヘルスデータ分析

https://youtu.be/udDD3e_HgtQ

患者と臨床医の体験

地域の医療格差
• ⻑年の疫学研究により、居住により平均寿命が異なり、
差が拡⼤している。

• 主な原因は、⼼疾患、がん、脳卒中、糖尿病などの
有病率

• 健康に対する社会決定要因

1. 様々な医療データを1箇所に集約
2. 患者⾃⾝が報告する（PRO#）、デバイスデータの
収集

3. 社会的決定要因と循環器・代謝疾患に関するリス
クモデルの構築

4. 疾患リスク、インサイトの分析と可視化

5. 標準規格、オープンソースAPIの活⽤、促進

HECAP*のゴール

＊Health Equity Care and Analytics Platform
# Patient Reported Outcome



HECAP︓Health Equity Care and Analytics Platform
患者と臨床医の体験

院内電⼦カルテ

Amazon 
Athena

Amazon 
SageMaker

Amazon 
HealthLake

AWS Lake 
Formation

HECAPHECAP

保険請求データ

PRO（患者⾃発報告）
e.g. ⾎圧、デバイス

オープンソースデータ

分⼦レベルから社会レベルまでの広範なデータを活⽤することで、疾患
のリスクモデルを構築

https://youtu.be/udDD3e_HgtQ



HECAPゴール設定 AWSサービス 成果

医療データの集約 Amazon HealthLake 相互運⽤性、標準化対応したストレージの構築

PROの収集 AWS Lake Formation データソースからデータを迅速にインポートしデータレイクを構築、
⼤量のユーザーへのアクセスを標準化

リスクモデルの構築 Amazon SageMaker 機械学習を利⽤して疾患リスクモデルを構築

疾患リスク、インサイトの分析と可
視化

Amazon Athena
Amazon QuickSight

HealthLakeにデータを利⽤して、インタラクティブで⾼度な分析
カスタマイズされたダッシュボード

標準規格、オープンソースAPI活
⽤

Amazon HealthLake
Amazon API Gateway

疾病予防管理センター、政府のオープンデータAPI連携による
外部RWDの活⽤

Rush⼤学: 選らばれたAWSサービスと成果
患者と臨床医の体験

https://youtu.be/udDD3e_HgtQ



New South Wales : 価値ベース医療へのトランスフォーメーション
患者と臨床医の体験

https://youtu.be/A5MqLPZq9cw

• NSW Healthは世界規模のオーストラリアでもっと
も⼤きな公共ヘルスシステム。約820万⼈の住⺠に
対し、228の病院を持ち、約16万⼈のスタッフ。年
間35万件の⼿術、300万件以上の救急医療を提供。

• 159の業務システムがあり、組織の⽀払いシステム
やEMR、調剤システム、画像診断システムなどの医
療システム、州規模のデータ分析環境など。

• データは1.6PBで、毎年25%増加している

2023年のビジネス⽬標

1. NSW⾏政ICTサービスについて、最低25％以上
クラウド運⽤する

2. NSW政府のクラウド政策に対しての例外適応を
5％以下にする

3. ICTインフランに掛かるコストの25％削減



eHealth NSW:2015年からのクラウドジャーニー

クラウド
利用開始

クラウド
標準化

主要8診療シ
ステムのマイ
グレーション

人材育成
強化

Enterprise
data lake構築

患者と臨床医の体験

3つのフェーズ策定

1. Horizon1 (1-4 y)
すべてのシステムをまとめ、⼀貫性
ある基礎を作る

2. Horizon2 (1-7 y)
統合と相互運⽤性の確⽴

3. Horizon3 (1-10 y)
患者さんへサービスの個⼈化.
医療提供者中⼼から患者中⼼
へのパラダイムチェンジ。

https://youtu.be/A5MqLPZq9cw



eHealth NSW:. 得られた成果

https://youtu.be/A5MqLPZq9cw

患者と臨床医の体験

ü$2500万のコスト削減

ü臨床医の14万4千時間の節約

üデプロイ時間を10倍に⾼速化

üダウンタイムの削減により患者記
録システムの処理時間の短
縮:24時間で5000件から3時
間へ
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NexGen Healthcare: ヘルスケアシステムのクラウド移⾏の変遷

ビジネス課題

• 顧客からの要望に迅速に対応できない
• メンテナンスなどの業務負荷
• IT運⽤の可⽤性と信頼性の確保
• 利⽤する技術の分散
• ⼈材や資⾦などによる拡張性の限界

https://youtu.be/nlFC2So2Q4I

コアヘルスIT

https://youtu.be/nlFC2So2Q4I


3つの移⾏フェーズと成熟度の向上
• フェーズ1 (2017年)

⁻ アプローチ⽅法︓リフト&シフトの
⁻ ⾃動化によるデプロイの効率化

• フェーズ2 (2020年)
⁻ アプローチ⽅法︓リプラットフォーム
⁻ マネージド・サービスの利⽤拡⼤、スケール

• フェーズ3 (2022年・現在)
⁻ アプローチ⽅法︓リファクタ
⁻ 簡素化とモダナイゼーション

https://youtu.be/nlFC2So2Q4I

NexGen Healthcare: ヘルスケアシステムのクラウド移⾏の変遷
コアヘルスIT

https://youtu.be/nlFC2So2Q4I


ü HIPPA/HITEC対応のクラウド環境
ü 標準の事業提携契約 (BAA)

セキュリティ・
コンプライアンス

マネージド
サービス

豊富なアーキテクト
⽀援

ü 業務負荷の軽減、メンテナンス業務か
らの開放

ü 再利⽤可能で迅速なサービス展開の実
現

ü アップスキルのトレーニンググラム
ü 豊富なビジネスユースケース

https://youtu.be/nlFC2So2Q4I

NexGen Healthcare: AWSが選ばれる理由
コアヘルスIT

信頼性とスケーラビ
リティ

ü 従来に⽐べて2倍の信頼性、パフォー
マンスの発揮

https://youtu.be/nlFC2So2Q4I


本セッションでお話した内容
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ステム
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• Tufts Medicine:電⼦カルテにおけるクラウドの価値の最⼤化

• MD Anderson: Philipsのゲノミクス基盤を活⽤した精密医療
• Neosperience: デバイスデータのデータ処理、予測モデルの構築

• Rush⼤学: Amazon HealthLakeを活⽤した⼤規模ヘルスデータ分析
• New South Wales : 価値ベース医療へのトランスフォーメーション

• NexGen Healthcare: ヘルスケアシステムのクラウド移⾏の変遷



Thank you!
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